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給食施設とは…
特定かつ多数の者に対して継続的に食事を供給する施設

＜学校・児童福祉施設・病院・高齢者施設・社会福祉施設・事業所など＞

０１ はじめに
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平時から食料の備蓄や
体制整備に努めること

栄養管理の実施について
必要な指導及び助言

を行うこと

適切な栄養管理を
行わなければならない

災害時の備え

都道府県（保健所）給食施設

給食施設の食料備蓄の確保を促し
協力体制の整備に努めること

指導
助言

支援
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０２ 経 緯



給食休止期間の有無
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※災害時給食施設実態調査

H23年
7～12月 震災後の調査から・・・

１割の施設が
休止

０２ 経緯



食料に不足のあった施設（休止施設除く）
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２週間まで
８割の施設で
食料が不足

０２ 経緯



✔ 近隣の給食施設の栄養士同士が

助け合える仕組みづくりが必要

✔ 給食施設間や保健所と

情報共有ができればよかった
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給食施設の栄養士から・・・

※石巻管内栄養士会情報交換会より

０２ 経緯

H24年
1月



●近隣施設でグループを作り、連絡網を整備

●連絡網の活用として、情報伝達訓練を実施

まずはできるところから始めよう！
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０２ 経緯

H24年
3月



～ネットワーク構成員～

石巻圏域における３食提供施設の
管理栄養士・栄養士
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現在：全４２施設の栄養士９２人

～目的～
(１)近隣の給食施設の栄養士同士が平時から顔の見える

関係性を構築し、連携しあえる体制を整備

(２)情報の伝達手段を整備し、

情報共有を図る仕組みづくり

県内で唯一
整備

０２ 経緯

H26年
12月
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改 正
運用要領・マニュアルの改正

【運用要領】

・具体的な事項を規定

災害時の対応方法

平時の備え

【運用マニュアル】

・インターネットを活用

・訓練を災害を想定したものに

運用会議設置要綱

運用マニュアル

０２ 経緯

R５年
4月



１）災害発生時の対応

２）災害時対応訓練

３）会議の開催
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０３ 活動内容
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保健所

各施設各班長

③連絡

【ポイント】

情報の伝達方法の構築

①報告

②情報発信

④連絡網を活用

０３ 活動内容

①報告
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【ポイント】

被災状況報告だけでは把握しきれない情報も把握

給食施設間の相互支援の可否を確認

①報告（被災状況・食事提供状況等）

０３ 活動内容

発災

被災状況連絡

要支援
情報発信

発災から
72時間以内

必要時
速やかに

食事提供状況
現在の食事提供回数 １日 回

□ 給食対象者以外の食事提供あり

（□職員 食 □避難者等 食）

□ 食材不足あり

□ 栄養補助食品の不足あり

□ ムース・ゼリー食の不足あり

□ その他（ ）
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保健所

各施設各班長

③連絡

【ポイント】

情報の伝達方法の構築

①報告

④連絡網を活用

０３ 活動内容

②情報発信③連絡 ②情報発信③連絡

④連絡網を活用



３班

４班

５班

６班

７班

１班２班

④連絡網の活用

０３ 活動内容

【ポイント】

近隣施設の栄養士同士で班体制を整備

高齢者施設

病院

社会福祉施設
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０３ 活動内容

【ポイント】

班長を選出し、班内のとりまとめ役に

班長
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④連絡網の活用
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０３ 活動内容２）災害時対応訓練

【ポイント】

災害の意識づけが図られるよう毎年実施

災害対応を想定した訓練内容に

＜実施時期＞

毎年、「みやぎ県民防災の日」である６月１２日前後

＜実施内容＞

・被災状況の報告訓練

・情報の伝達訓練
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＜ 協 議 ＞

・引き続きＦＡＸも使えるとよい

・栄養士が不在の場合の対応をもっと具体的に

・ネットワークの活動を施設全体に周知する必要がある

０３ 活動内容３）会議の開催

【ポイント】

課題について協議し、活動の見直しを図る
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０３ 活動内容

＜情報交換＞

３）会議の開催

【ポイント】

災害時の備えの強化、栄養士の連携の強化
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０３ 活動内容

＜情報交換＞

危機管理体制

炊き出し訓練は実施できていない

他職種との情報共有が不十分

委託先や食品業者との契約を見直す必要がある

備蓄食品
１回目は簡単に提供できるもの

１回分ずつにわけて保管

大きく張り紙をして分かりやすく

保管場所は、２階以上に

３）会議の開催



Plan

DoCheck

Act
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０３ 活動内容

P D C A

１)災害発生時の対応

２）災害時対応訓練

３）会議の開催
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(１)近隣施設の栄養士同士が、
平時から顔の見える関係性を構築し、

連携しあえる体制の整備

(２)情報の伝達手段を整備し、

情報共有を図る仕組みづくり

達成！

０４ 成 果

ネットワークの目的

達成！
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石巻圏域の

すべての３食提供施設が構成員

運用開始から

10年以上経った現在も活動を継続

その結果・・・

０４ 成果



施設における非常災害時の備え
（備蓄品の整備）
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１００％の施設が

備蓄品を整備・準備

給食施設の栄養士の災害に対する意識が向上し、
給食施設における災害時の備えの充実にもつな
がっている

さらに

※令和６年度特定給食施設等の重点項目に関する調査

０４ 成果



【課 題】
・ネットワーク設立当時の栄養士は２９％のみで、

今後さらに減っていくことが見込まれる

➡ネットワークの目的や活動内容の共通理解が必要

【これからの取組】
・給食施設の栄養士と共に、
取組の見直しを図りながら、活動を継続

・災害に関する事項だけでなく、
通常業務における活用を検討していきたい
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０５ 今後に向けて


